
ワークショップ（大交流会）「モヤモヤ放談＆次なるステップへ」
コメンテーター：田口 太郎 氏、藤井 裕也 氏(総務省地域おこし協力隊アドバイザー)

プログラム１

プログラム２

基調講演

「活動中の苦悩と工夫」

「地域おこし協力隊と地域づくり～攻めと守り～」

活動の極意を改めて
学ぶ！

寺田  俊介 氏（合同会社カミヤヅラボ　代表）
（平成29年～令和２年　京都府宮津市地域おこし協力隊）

プログラム３

現役時代の
リアルな話！

講評者の
フィードバック付！

　日時：2026年２月16日(月)　13:00～17:00
                                                         (受付　12：30～）

　場所：京都府庁旧本館 旧議場( 　　　　　　　　　　　)京都市上京区下立売通新町西入薮之内町

地域おこし協力隊員

＆市町村担当職員参加費

無料

研修会＆大交流会

田口 太郎 氏（徳島大学 総合科学部 教授）

身体一つで、地域に入り活動する地域おこし協力隊は時として孤独になりがち。

地域の協力を得ながら活動をしていく協力隊に活動は決して楽ではありません。

でも、それは自分だけではないかも？！同じ京都府内で活動する仲間とともにこ

れからの活動を躍進させるためのヒントを掴みましょう！

また、隊員のサポートのため、市町村職員もともに学びましょう！

詳細は裏

事例紹介

終了後は延長戦！？大大交流会あり！(18:00～20:00)
　　　※　事前申し込み制・参加費：2,000円程度(予定)

自分の活動のPRの
場に！



研修会＆大交流会詳細

2

3

1976年神奈川県生まれ。「まちづくりの自律化プロセス」をテーマに研究、実践を行っている。

自身も徳島県の過疎集落に移住し、古民家を改修して地域生活を行っている。

協力隊関係の著書に「地域おこし協力隊　10年の挑戦」（農文協2019、共著）、

「『地域おこし協力隊』は何をおこしているのか？」（星海社2024，単著）がある。

2011年より美作市地域おこし協力隊として活動。

2016年岡山県地域おこし協力隊およびサポートデスク相談員として支援業務に従事。

2024年より全国ネットワーク企画チーフ、地域おこし協力隊アドバイザーを務める。

縁もゆかりもない土地で、ゼロから何を始めたのか。卒業までに意識していたことは
何だったのか。活動時のリアルな苦労や苦悩を紹介いただき、自身の活動との重なり
を探ってください。

大阪府枚方市出身。2017年11月より宮津市地域おこし協力隊に着任。移住後におにぎりcafeをオープン。
以降、個人事業主時代に地域の方々に出資をしてもらい法人化。地域活性化に関する事業に従事。
2024年より地元自治会と連携し、地域内の空き家を活用したお試し住宅の運営を開始。
今後は関係人口創出ができる持続可能な地域づくりを展開予定。

参加者同士で、日々抱えているモヤモヤや、相談ごとはもちろんのこと、自身の活動の
紹介など同じ境遇にいる者同士だからこそ分かる！そんな話をシェアしあいます。
出てきた話題に対して、コメンテーターにフィードバックもしていただきます。何か解
決の糸口が見つかるかも？！
コメンテーター：田口太郎氏、藤井裕也氏

講師プロフィール

コメンテータープロフィール（藤井氏）

1 基調講演　　「地域おこし協力隊と地域づくり～攻めと守り～」

プログラム

地域おこし協力隊とはそもそも何なのか。活動を順調に進められる人と、そうじゃな
い人との違いは何なのか。
今の自分に足りていないこと、改善できることを見つける機会にしましょう。
講師は、地域おこし協力隊の研究の第一人者、田口先生にお話しいただきます。

事例紹介　「活動中の苦悩と工夫」

大交流会（ワークショップ）　「モヤモヤ放談＆次なるステップへ」

申込や問い合わせなど
申し込みは右の二次元コード、もしくは、以下申込フォームよりお申込みください（2/9（月）17時〆）
申込フォーム：https://forms.office.com/r/ndaxz9eWLB
主催：京都府地域おこし協力隊ネットワーク
問い合わせ：京都府総合政策環境部地域政策室(京都府地域おこし協力隊ネットワーク事務局)
☎：075(414)4485　✉：chiikiseisaku@pref.kyoto.lg.jp

紹介者プロフィール

https://forms.office.com/r/ndaxz9eWLB
mailto:chiikiseisaku@pref.kyoto.lg.jp

